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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
島
田
洋
一
君
提
出
洋
上
風
力
発
電
の
価
格
調
整
ス
キ
ー
ム
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
民
主
主
義
の
理
念
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
決
定
方
法
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
百
八
号
）
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
会
の
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
任
命
す
る

委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
に
お
い
て
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海

域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
三
項
に
よ
り

選
定
さ
れ
た
事
業
者
に
電
源
へ
の
投
資
を
確
実
に
完
遂
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
等
の
影
響
に

よ
る
資
材
価
格
等
の
変
動
と
同
水
準
の
資
材
価
格
等
の
変
動
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
御
指
摘
の
「
価
格
調
整
ス
キ
ー
ム
」

に
お
い
て
考
慮
す
る
物
価
の
変
動
幅
の
上
限
に
つ
い
て
、
原
則
、
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
旨
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
と
こ
ろ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
条
の
三
第
七
項
及
び
第
三
条
第
八
項

の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
意
見
を
尊
重
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基

づ
き
基
準
価
格
等
、
調
達
価
格
等
及
び
解
体
等
積
立
基
準
額
を
定
め
る
件(
平
成
二
十
九
年
経
済
産
業
省
告
示
第
三
十
五
号
。



 

２ 

 

以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
十
九
号
イ
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
四
十
％
」
と
い
う
「
数
字
」
を
規
定
し

た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
当
た
っ
て
は
、
令
和
七
年
二
月
四
日
か
ら
同
年
三
月
五
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
広
く
国
民
か
ら
意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
適
切
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
価
格
調
整
ス
キ
ー
ム
の
遡
及
適
用
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令

和
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
法
第
十
五
条
第
三
項
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
事
業
者
の
行
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業

（
以
下
「
公
募
済
み
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
も
、
告
示
第
三
条
第
十
四
項
第
二
号
に
お
い
て
、
法
第
十
三
条
第
二
項

第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
法
第
十
八
条
第
二
項
の
公
募
占
用
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
る
場
合
に
限
り
、
御
指
摘
の

「
価
格
調
整
ス
キ
ー
ム
」
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
事
業
者
に
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
電
源

へ
の
投
資
を
確
実
に
完
遂
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
等
の
影
響
に
よ
る
資
材
価
格
等
の
変
動
と

同
水
準
の
資
材
価
格
等
の
変
動
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
下
で
四
十
％
の
価
格
転
嫁
が
行
わ
れ
た
場
合
の
電
力
会
社
の
買
取
総
額
及
び
い
わ
ゆ
る
再
エ
ネ



 

３ 

 

賦
課
金
の
総
額
」
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
く
公
募
の
今
後
の
実
施
状
況
、
公
募
済
み
事
業
に
係
る
変
更
の
認
定
の
状
況
、

御
指
摘
の
「
価
格
調
整
ス
キ
ー
ム
」
の
適
用
対
象
と
な
る
設
備
の
稼
働
状
況
等
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
変
動
す
る
た
め
、
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


